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け
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も
、そ
れ
は
.如
何
な
る
事 

情
に
基
い
て
C

あ
る
：か
之
袞
ふ
間
題
に
»
す
る
ベ
ル
シ 

ユ
タ
ィ
ン
の
見
解
は
別
の
機
#

に
讓
る
こ
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、
す
る
。

’ 
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、十
一
、十
四)
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カ
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ド
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地

代

學

說

の

先

—
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,

津

田

誠

九

,
姑

ら

く

17
)
&叫
日
岂
の
品
膦
に
：從
へ
：ば
、
ト
ツ
レ
ン
ス 

も
亦
た
穀
物
條
令
を
環
る
雜
濟
論
靜
の
代
表
的
な
る
M
.
 

士
の
ニ 

U

し
て
、
，且
0
其
純
理
經
濟
學
の
諸
問
煺
に
& 

與
せ
る
貢
敝
の
當
然
至
大
の
評
.«
を
傅
す
可
く
し
て
、, 

然
4
往
‘々
斯
界
め
認
識
を
逸
せ
る
.：不
遇
な
る
論
客
の1

ternal 

r
o
m
’l
r
a
d
e
; c

o
n
t
a
i
m
n
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the 

general 

prindples 
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i
m
p
o
r
t
a
n
t

crranch 

o
f

 

trafhc; 
s
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examination 

o
f

 the 

exceptions 

1:0 w
h
i
c
h

 

these 

principles 

are 

liable; 

a
n
d

 

a

 

co:n

でaratlve 

statement 

of" 

the 

effects 

w
h
i
c
h

 

restrictions 

o
n

 

importation 

a
n
d

 

free 

{ロ^rcourse 

are 

calculated 

s'p
r
o
d
u
c
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o
n

 

subsistence, 

agriculture, 

c
o
m
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merce, 

a
n
d

 

re
v
e
n
u
e、

I00
I5 

は
表
題
の
#

だ
冗
長
な 

る
に
f

t

之
を
0

»
に
K
檢
す
る
時
は
次
の
如
き 

功
績
の
'顯
著
な
る
を
認
め
ね
ば
'な
ら
ぬ
。
即「

第
.一

に
彼 

れ
は
‘
マ
ル
サ
ス
及
リ
力
ア
ド
ォ
に
依
賴
せ
す
し
て
、
地
‘
 

代
の
法
則
を
發
見
し
^
。
第
一一

に
彼
れ
は
リ
カ
ア
ド
ォ 

に
侬
办
採
用
せ
ら
れ
た
る
勞
銀
學
說
の
發
達
を
促
し
た 

，第
三
に
彼
れ
は
通
常
リ
力
ア
ド
オ
の
創
意
に
®
せ
ら
る 

> C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e

 
c
o
s
t

の
法
則
を
發
見
し
た
。
第
四
に 

彼
れ
は
ソ
力
ア
ド

オ
の
所
論
に
離
反
し
、
且
つ
一
、層
眞

ね
り
し
も
の
で
あ
る
。
其

s A
n
w
s
s
a
y

 

o
n 

the 

E
x

-

理
に
近
接
せ
名
利
朐
學
說
の
進
腿
に
資
し
た
と(self-

n
m
a
n

 : 

o
n so

m
e

 

neglected 

British 

.Economists, 

.-.Economic 

Journa】，London,;;
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0
3
)

而
し
.て
岛
ら
談
.. 

負
す
る
.侃I

S

の
論
議
0
案
外
輕
タ
に
看
過
せ
ら
れ
た
る 

發
愤
は
、
ト
ツ
レ
ン
，
の
胸
奥
深
く
爾
植
せ
^
所
ビ
恐 

し
く
、
リ
カ
ア
ド
ォ
が
®
,經
濟
學
原
論J

の
，
初

版

に

於 

r
ff
i
奥
な
る
數
埙
に
關
す
る
彼
れ
の
先
蹤
に
寸
毫
の
言
::
■
 

.及
す
る
所
無
I
を
知
^
や
s
::
Jf
/
t>
^
It
措
く
能
は
す
直 

接
#
を
寄
せ
て
這
般
の
懈
忿
を
»
諸
す
る
々」

共
に
、
M
. 

.に
前
揭
自
著
第
三
私(

1
:八
--
1六
年)

の
序
霞
^
於
て
は
、 

「

一
八
一
四
年
の
脫
稿
に
感
り
翌
年
初
頃
に
公
刊
し
れ 

.る
本
嘗
.の
第J

版
に
於
て
、
著
漭
は
北
マ
；ルK

ス
；及
び
” 

リ
カ
ア
ド
ォ
の
甚
だ
適
拓
な
る
且
つ
獨
創
的
な
る
研
究 

を
知
悉
す
る
以
前
R

?
旣
に
最
劣
等
級
の
耕
作
地
ミ
® 

a
il
:
作
地
ど
の
間
に
於
け
る
放
资
收
益
の
較
爱
が
地
代 

の
'形
態
を
以
て
現
前
す
る
®
?
並
に
吾
人
が
生
計
資
料 

を
產
W
す
可
き
费
用
を
增
大
す
る
時
は
、
勞
働
生
產
物
. 

,
の

1
廢
多
大
の
部
分
が
勞
銀
ビ
し
て
所
要
せ
ら
れ
"
•
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地 層

僅
少
0:
部
分
.が
刹
调
€
し
て
殘
#
す
る
所
以
を
確
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.，せ
^

CN」

ビ
て
、
胸
底
不
满
の
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一
*

を
公
忽
被
麵
し
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d
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Preface, 

vli)
。

然
ら
ば
猶
れ
し
て 

s
e
l
i
g
m
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の
評
言
は
適
確
に
正
鶴
を
穿
て
る
乎
。
ト
ツ
レ
ン
ス
の 

自
負
に
確
固
た
る
根
柢
の
存
す
る
乎
。
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■

諸
他
の
學
說
は
姑
ら
く
間
は
す
、
今
地
代
學
說
の
關 

與
す
る
^
,

Os

に
^
て
ト
ツ
レ
ン
ス
ビ
リ
，力
ア
ド
オ
ビ
兩 

家
の
異
同
を
檢
討
す
る
に
> 
先
づ
彼
等
は
穀
物
貿
易
の 

制
限
か
收
權
遞
»
作
用
の
嘴
現
を
促
進
し
、
地
主
0 .
所 

得
を
偏
颇
に
0

滕
せ
し
む
る
禍
患
を
«
ふ
る
點
に
於
て 

其
軌
を
一
に
す
る
。
即
ち
ト
ツ
レ
ン*5

は
謂
へ
ら
く
、 

「

穀
物
»
入
に
關
す
る
凡
ゆ
る
制
限
は
素
質
の
低
劣
な 

る
土
地
の
耕
作
を
强
耍
し
、
斯
く
し
て
土
壤
の
上
に
轉 

向
せ
ら
れ
た
る
勞
働
並
に
資
本
の
特
宽
部
分
ょ
&
典
最 

も
有
益
^
る
用
途
を
奪
ふ
の
み
な
ら
t
、
K
に
穀
物
0, 

自
然
價
格
を
增
進
す
^
に
依
A
*.
ね
く
努
働
並
に
資
本 

の
生
菝
力
を
低
下
し
"
該
刷
土
の
繁
滎
に
對
b

t
ブ
般

'
第
十
鉞
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第

十

號

一'
こ 

が
な
る
項
^
を
:
Rふ
る
も
の
で'あ
る(T

o
rre

n
s

v
o

p
.c

r

る
で
あ
ら
う」 (p

p
..  219

-220
)。

故
.に
择
m
«

吻
％
、 

is
t  e

d
'p

p
:  73

-74
)。

斯
く
て「

穀
價
の
騰
貴
に
伴
ひ
、

の
制
限
は
、

「

土
地
を
所
有
せ
$

族
に
雄
金
を
給
す
る 

從
前
耕
耘
の
失
費
を
報f

る
能
は
f

し
劣
等
地
は'

爲
、.麵i

に
課
税
を
爲
す
せ
同
斷
で
あ
る
。
そ
は
怠f 

A

や
3
菊
竹
^

の
^

本
に
對
し
て
普
姐
の
利
澗
を
雜
ら
富
裕
な
る
者
を
脤
は
さ
ん
が
爲
に
、
贫
困
勤
ya

な
る
考 

す
に
至
る
可
く
、
隨
つ
て
優:^
地
ば
、
市
惯
滕
貴
以
前|
の
懷
中
ょ
b

金
圓
を
掠
奪U

な
れ
ば
、
國
法
公 

の
本
元
の
貸
借
關
係S

て
は
普
通
以
上
の
利
澗I
 I

認
の
®

盜
を
行
ふ
さ
何
等
の
櫸
ぶ
所
無
し

」

S

ふ
の 

ら
す
で
あ
ら
う
？
そ
れ
散
に
斯
か
么
優&
地
が
f

借
.

で
あ
る(p

.  

-s
o 

■

を
班
新
す
る
時
に
於
て
は
、
資
本
家
の
競
带
は
I
然

地

,

如
土
の
言
僻
を
の
み
瞥
兑
す
る
時
は
、
或
は
一
f
 

.主
の
地
代
を
4
巡
し
、
遂
に
は
其
器
せ
る
勞
働
並
に
/

ツ
レ
ン
ス
の
嘉
の
必
扣
し
も
失
當
な
ら
ざ
る
所
以
を 

.

.資

本

に

關

す

る

. «瓶
？
.

⑩
鈒
並
に
利
澗
以
上
に
.は
>
# ;
首
肯
せ
U
む
る
に
足
る
も
の
が
あ
ら
うV.

蓋
し
劣
等
地 

作
^
に
4
す
;/
毫
贫
も
.
#き
に
至
る
で
あ
ら
う
。
競
#

耕
作
の
必
要
が一

般
地
代
の
騰
t
を
促
すV

云
ふ
考
察 

は
.永

劫

に

蒙

利

繼

の

萁

を

促

す

。
而
し

て

劣

等I
は
、：
愛
に
■

々
す
る
ま
で
も
無
く
、
リ
ヵ
ア
ド
ォ
流
也 

地
の
耕
作
を
可
能
な
ら
し
む
る
物
赀
は
、
必

然

相

應

の

.
代
學
說
の
核
心
た
る
が
故
で
あ
る
。
乍
併
见
に
一
反
を 

地
.代
を
、優
提
^
に
勝
ず
せ
し
め
る
0
|̂
1
ょ
0
現
存
の
貸
趣
め
て
ト
ツ
レ
ン
ス
が
地
代
の
發
生
騰
貴
の
作
用

,:
@ 

借
期
間
中
は
、
土
地
に
追
加
せ
ら
れ
た
る
？

愤

値

は

し

V
リ
ヵ
ア
ド
ォ
の
7

_

一
 

原
因
に
の
み
終
始
f

 

借
地
A
に
歸
规
す
可
し
定
雖
、
::
:
£
圆の贷借を页改す‘
や將た又マルサスの如く祓數原阁を顧念せりや 

る
に
當
つ
て
は
，、
そ
は
地
主
の
收
入
を
增
加
ず
る
に
至
页
に
地
代
£
價
格
の
：因
果
關
係
忙
t '
き
て
明
决
な
る
弘

解
を
保
持
せ
り
や
??
や
を
討
究
す
る
時
は
、
遗
憾
乍
ら 

前
祸
#I

沿

I

版
の
關
す
る
範
岡
に
於
て
は
、
W
だ
瞹
味 

模
稜
要
皆
の
補
扼
に
苦
し
ま
ざ
る
^.
得
な>

。

例
へ
ば 

■

「

資
本
の
蓄
積
に
伴
ひ
利
子
並
仁
利
®
の
率
は
低
下
す
广
：
 

る
で
あ
ら
う
。
父
*
樂
の
膦
火
に
#:
ひ
分
笼
愈
々
精
密.1 

.
を
加
へ 

>
爲
に
總
て
，の
製
造
品
を
激
增
し
低
廉
な
ら
し
：
 

め
る
で
あ
ら
5

0
愛
に
於
て
が
賓
裕
な
る
消
®
者

の

人

，
一 

R
增
加
が#

物
の
霡
要
を
增
加
する

：：

一.方
、
耕
作
の
失
，
 

費
は
^
冗
す
る
で
あ
ら
う
。
農
業
は
發
達
也
る
商
業
組| 

織
の
反
動
の
下
に
榮
え
る
で
あ
ら
う
。
土
地
は
典
產
物
, 

こ
身
し
て
交
奐
せ
ら
る
可
き
货
物
の
璺
贷
な
る
が
爲
、

ン

.

.

.

.

.

.

.

.

.

I:
. 

.
:
! 

.

. .
•
' 

--

... 

'
‘
.
.
.
. .〈

其

.«
對
的
惯
値
を
高
，め
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
又
^

ニ 

「

流
，四流、五
流
質

®
地

面

が

尙

耕

作

に

板

つ

て

:'
;
-
一 

<*
«
_

を
«
ら
し
地
代
は
粱
述
的
陞
膙
を
經
驗
す
る
て
あ 

ら
うJ

(
p
p

 

3
2
7
-
3
2

00) VJ f

ム
へ
る
が
如
き
は
、
單
に
收
«

.

*
減
に
® 
く
較
羌
地
代
以
外
に
、
他
の
股
因
ょ
ら

.す
る 

他
の
性
質
の
地
代
の
發
生
の
餘
1地
有
る
を
思
は
し
め
る

:
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七
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一
七
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‘雜

錄

，カァドォ地瓜

も
の
で
は
無
い
乎
。班
に
义
：

「
農
業
«
|:
於
て
は
地
代
の 

騰
貴
並
に
劣
等
地
に
劉
す
.る
耕
作
の
训
肢
が
、

の 

如
く
穀
物
の
，：！！：然
惯
格
を
騰
贤
せ
し
む
る

結
果
を
持
つ 

で
あ
ら
ぅ
。
.

0

し
㈣
業
國
に
於
て
は
此
結
朵
は
相
殺
せ 

ら
^
る
で
あ
ら
ぅ
。.
蓋
し1

層
完
全
な
る
分
業
S
金
利 

の
低
落
有
る
が
爲
に
、
定
量
の
穀
物
を
生
產
す
る
に
對 

し
て
支
挪
ふ
を
要
す
る
勞
銀
並
に
利
潤
の
、

一
層
僅
少 

な
る
を
以
て》

あ
る」

(
p
p
.

 

3
2
8
-
3
2
9
)

£
一

K

へ
る
が
如 

き
は
"
地
代
W

M
格
の
因
染
關
係
に
就
い
て
、
寧
ろ
タ 

力
ア
ド
オ
ビ
相
反
す
る
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
乎
。
要
之 

五
！！

人
は
ト
ッ
レ
ン
ス
の
大
膽
な
る
揚
言
有
る
に
拘
ら
ず 

尠
く
典
考
察
を
地
代
學
說
に
限
局
す
る
峙
は
、
典
自
ら 

薦
0
る
文
献
雄
ー
.版
に
於
て
は
、
堅
實
明
確
な
る
統
一 

的
表
現
を
映
如
し
12
り
^
論
す
る
を
慨
ざ
る
も
の
で
あ

然
る
に
彼
れ
は
同
讲
の
第
三
版
に
於
て
、
漸
く
該
學 

說
に
1 1

す
裏
ハ
見
解
を
卿
明
し
れ
。然
も
其
實
質
た
る
、

課
の
先
縦 

笫
十
锁
一
八
三
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-t
it

胡

n

リ
カ
ア
ド
オ
の
所
說
さ
階
_
を
保
持
せ
る
に
あ
ら
す
し 

.
て
、
却
つ
て
是
に
對
す
る
根
本
的
離
離
を
證
示
す
る
所 

の
も
の
で
あ
つ
た
。
就
中
彼
れ
は
地
代
が
種
々
な
る
所 

-

有
地
"
，若
し
く
は
種
々
な
る
投
下
蒙
の
生
產
カ
の
華 

M.
ょ
.り
發
生
T
る
亊
を
杏
定
す
.る

。

彼

れ

は

假

^

^

>

」 

同

1

I 1
餘
性
を
.具
ふ
る
.土
地
並.

2

同

i.

の
收
益
力
を
有 

す
る
投
資
の
み
の

.

存
す
|る
場
合
々」

雖

、
你
且
地
ft
は
 ̂

生
す
々
に
和
煺
無
し
ぞ
考
ベ
る
o
;el
J
ち
ト
ッ
レ
ン
ス
に 

從
へ
ば
' 
地
代
は
利
澗
.低
落
の
結
架
發
生
す
る
。
穀
物 

薩

®
の

騰

貴

の

潙

生

業

に

於

る

資

本

利

歡

、
例

へ
.
ば

五

十
パ
ー
也
ン
ト
ょ
り
四
十
：パー

セ
ン
ト
ぺ
S

F 

す
る
時
は
、
隨
意
に
處
分
(,
#
る
資
本
を
有
す
る
人
 々

は
、其
資
本
を
土
地
經
濟
に
放
資
I
、
以
：て
九
パ
ー
セ
：V,

 

ト
の
地
代
を
地
主
に
支
.柳
ひ
自
已
が
四
十j

パ
ー
セ
ン 

ト
を
革
得
す
る
を
ノ
布
利
ビ
な
す
し
至
る
で
あ
ら
ぅ
ミ 

一

K

ふ
の
で
あ
るc

-Horrens.:.op. 

cit. 

3
a

ed. 

p
、
1
3
9
)
。 

斯
の
如
き
見
解
が
リ
カ
ア
ド
'ォ
流
地
代
學
說
の
陆
質
た

7
ド
t
地
代
m

の

先
縱

%

魏

只
四

る
較
s
il
i

4

^

0一
 

元
.論
く
、
校
枘
相
溶
れ
ざ
る
も
.の
な 

る
は
多
言
を
要
せ
す
’し
て
明
»
で
あ
ら
ぅ
。
愛
に
令
て 

か
リ
力
ア
ド
オ
の
物
故
以
後
に
上
梓
せ
る
所
の
、
前
揭 

*
第
三
版
に
現
.は
れ
た
灸
ト
ツ
レ
ン
ス
•の
地
代
學
說
が 

リ
カ
ア
ド
オ
の
所
說
に
對
し
て
越
ゆ
可
か
ら
ざ
る
«
渠 

を
介
在
せ
る
所
以
：を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
f
波
、 

が

鉱I,

版
に
於
て
被
，概
せ
る

自
巳
の
見
解
が
一
般
に
無 

視
せ
ら
れ
た
る
不
滿
を
、
：
猶
三
版
の
序
言
に
於
デ
拽
ら 

せ
る
に
徴
す
れ
ば
，
そ
は
ニ
而
第
一
版
ビ
鉻
三
版
ど
の 

J9
說
の
間
に
毫
も
進
域
變
化
の
跡
無
き
を
、
自
ら
裏
書 

き
せ
る
も
の
ど
認
め
，ね
ば
な
ら
ぬ
，
然
ら
ば
卽
ち
必
然 

,の
»

«
ど
ゴ
，て
、
第

|

版
'上
粹
當
時
に
於
る
地
代
に
關 

す
る
其
考
察
も
：
亦
タ
カ
ル
ド
オ
の
考
察
^
根
本
的
に
-
 

#
背
反
せ
る
も
0
气
認
一
め
ね
ば
^.
ら
ぬ
道
理
で
あ
る
。 

;
以
上
の
事
實
は
優
に
ト
2

レ
ン
ス
の
先
躺
を
以
て
、 

リ
カ
ア
ド

オ
の
功
織
を
损
傷
す
る
の
誤
«
を
證
明
す
る 

r
足
る
も
の
で
あ
る
が
、

SI
に
進
ん
で
附
者
の
間
に
假

.
令

r

脈
の
相
通
す
る
も
の
め
6
ビ
：す
る
も
、
然
も
そ
は
多
大
の
典
味
を
覺
え
し
む
る
も
の
¥
あ
：る
。

.

.タ
カ
了
丨
ォ
が
ト
ツ
レ
ン
ス
に
•諸i

R

を
享
け
た
る
爲
K

即

1

八

一

六

年

一

瓦

廿

コ

ー

日

マ

ル

サ

ス

宛

の

s

l/
l
i
k
 

.

は
め
ら
す
、
却
つ
て
後
者
が
前
者
に
负
へ
る
も
の
な
る
於
て
リ
カ
ア
ド
オ
は
云
ふ
、「

擧

兄

はL
o
r
d

 Liverpool 

を
想
像
'せ
し

む

る

習

が
f

。 

)

に
送
れ
る
ト
ツ
レ
ン
ス
の
手
紙
を
披
見
せ
ら
れ
し
や
。

.

.
;
:
十 

• 

\

彼
れ
は
'其
地
代
並
に
利g

に
_
す
る
總
て
0 -
私
の
意
見 

,

級
て
の
*
情
を
踪
合
す
る
に
ノ
リ
カ
ア
1'
オ
ミ
ト
ツ
—
を
採
用
し
た
や
ぅ
に
见
は
れ
る
。
其
上
兩
三
日
以
前
會 

，レ
ン
ス
^ ;
の
^
友
の
^

»
は
餅
^
が
地
金
論
前
に
參
與
談
の
際
彼
れ
は
今
で
は
、
食
糧
獲
#
の
闲
麵
の
爲
に
騰
：
 

し
て
後
幾
許
も
無
き
^
ど
赀
し
く
' 

W來
往
復
せ
る
書I.

貴
せ
る
勞
働
の
惯
格
が
、
商
品
の
價
格
に
は
影
響
し
な 

• 

>
:の
格
都
{:
徴
す
る
に
"
後
^
の

r
o
o
r
n
H
y
a

a.
e
-の

か

つ

れ

C
云
ふ
私
め
S
見
を
猓
る
旨
を
明
白
に
誓
つ 

，如
版
が
ユ
A

一
 

五

年

，代

出

現

の

以

前

"
兩

激

の

接

觸

は

.
た
。被
‘れ
は
該
問
題
に
.關
す
る
彼
.れ

の

旣

往

の

规

察

^

、 

街
密
S
繁
で
め
つ
な
し
抓
せ
ら
れ
る
。
而

し

て

ト

誤
！
！

で
あ
つ
な
こ
度
を
吿
a
し
た
。
私
は
'總
て
の
議
論 

ツ
レ
ン
^
の
S

初
版
に
は
何
等
リ
カ
ア
ド
ォ
に
關
說
ベ
が
其
問
題
に
關
す
る
私
の
見
.解
に
味
方
し
て
、
I

に 

す
る
所
無
き
も
、
其
序
言
ド
於
て「

私
的
交
友」

に
依
り 

一
？

產

に

叙

述

せ

ら

れ

S

を
見
れ
ば
嬉
し
い
ビ
想 

_

啓
發
せ
ら
る
、
所
の
®
少
な
ら
ざ
り
し
を
自
®
せ

る

は

ふ

o

私
は
，ト
ツX

ン
ス
が
そ
れ
を
企
て
た
事
を
疑
は
な 

メ
7

»

^

@に
ぎ
す
る
.
然
し
を
れ
以
後
に
蒙
れ
る
啓
發
い
し
ざ(Letters 

of R
i
c
a
r
d
o

 

to/Maithus, 

B
o
n
a
r
w

 

は
页
に
|0
1
瞭
で
あ
る
。
次
の
如
3
リ
カ
ア
ド
ォ
の
數
瓶
:
色
.
^
? 11

1
-
1
1
2
)
。

.

.の
^
仿
は
"
兑
4
汴
息
の
一
剤
を
傅
ふ
る
も
の
ビ
し
て
、

|£
に
注
目
す
可
き
.は
一
八
一
六
年
五
月
廿
八
日
即
ち 

第
十
七
盤
.：

(
一

七
九
五)

雜

絲

:'
:

”カ
ア
ぶ
地
代
學
軟
の
先
縱〔

. 

第
十
P

ー
八
3£



第

十

七

怨(
I

七
.九
六)

雜

錄

1

ア
ド
方
地
代
學
說
の
先
縱

第
十
雛

八一し

ッ
カ
ア
ド
ォ
の「

原
論」

の
出
づ
る
略
ば1

年
以
前
に
、
 

同
じ
く
マ
ル
サ
ス
に
宛
て
た
る
書
簡
の
一
節
で
あ
る
o
:
 

f

「

ト
ツ
レ
ン
ス
は
向
數
節
月
問
懸
命
に
«
破
す
る 

ミ
云
つ
て
ゐ
ft
か
ら
、
吾
々
は
^
年
同
一
主
題
に
關
す 

る

|
本
を
ノ
彼
れ
か
ら
期
待
す
る
事
が
出
來
や
ぅ
。
彼 

れ
は
ミ
,
ビ
私
が
辯
舌
の
限
り
を
盡
し
て
芷
路
に
向
け 

んVJ

し
た
に
拘
S
す
ノ
依
然
1

並
に
交
換
に
關
し
て 

興
端
邪
說
を
支
持
し
て
ゐ
る
。
然
し
捂
々
は
交
換
の
原 

理
に
對
す
る
、
彼
れ
の
祖
野
を
暴
ら
せ
て
ゐ
る
瞹
味
な 

0

0

K

1

掃
す
る
に
成
功
し
た
*0
彼
れ
.は
、私
の
ポ
へ 

で
は
、;'
.利
潤
他
代
其
他
に
關
す
る
學
兄
の

所
謂
私
獨
特 

の
意
見
の
總
て
に
改
纪
し
れ
か
ら
、
私
は
先
づ
私
吖
支 

持
す
る
經
濟
學
の
諸
原
理
は
、
.學
兄
か
彼
れ
か
就
れ
か 

.の
權
威
有
る
栽
可
を
經
な
い
も
の
は
な
いVJ

云
つ
て
好 

い
。
:]
:
!
:
ハ
爲
に
私
の
意
見
を
公
表
す
る
S
云
ふ
私
の
始
め 

.た
仕
部
は
、
跋
だ
近
耍
で
無
く
な
つ
た
。
發
し
此
緣
の

遙
に
立
派
に
、
學
兄
若
し
く
は
彼
れ
に
依
つ
て
支
持
せ 

ら
れ
る
で
あ
^-
-ぅ
か
ら

」

€ (

Jcr
Q;
. pp. 
H 16-117)0 

ジ
カ
ア
ド
オ
の
推
察
に
反
し
ズ
#
<
共
地
代
舉
說
上 

R
於
て
は
、
ト
ツ
レ
.ン
ス
が
所
謂
改
宗
し
た
り
ビ
認
む 

る
を
得
ざ
る
所
以
は
©E
.に
前
段
に
論
述
せ
る
所
な
る
も 

尙
且
つ
兩
漭
の
接
觸
に
依
り
若
干
の
影
釋
有
り
た
彡
€ 

す
れ
ば
、
必
定
啓
骰
を
典
へ
し
者
は
ソ
カ
ア
ド
オ
に
し 

て
啓
發
を
享
け
た
る
者
の
ト
ツ
レ
ン
ヌ
な
る
は
、
如
上 

の
#
簡
の
雄
辯
に
立
證
す
る
所
で
ぁ
る
然
ら
ば
ト
ツ 

レ
ン
ス
の
私
的
抗
議
に
對
す
る
リ
カ
ア
ド
オ
の
應
答
如 

何
で」

云
ふ
に
、
そ
は
彼
れ
が
一
八

一
七
年
八
月
廿
三
日 

H
u
t
c
h
e
s

 

T

 r
c
w
e
r

に
與
ベ
た
る
#
简
の
一
節
に
明
瞭 

で
ぁ
る
。
即
ち「

私
は
私
の
蓊
書
の
初
刷
の
一
本
を
ト
ツ 

レ
ン
ス
^

®
つ
た
。
彼
れ
は
私
が
典
中
で
彼
れ
の
名
を 

,枚
擧
し
な
か
つ
た
の
に
失
蕻
し
て
其
旨
を
私
に
認
た
め

私

が

確

立

に.*
め
た
若
午
め
原
理
の
本
源
'の
發
見
者
た 

‘冬
，
功

緖

を

勢

求

：
し

女

來

た

o

私

饮
.全

ー

然

彼

：れ

の

功

續

を

ば
無
視
す
る
積
り
は
な
ぐ
、.
然
も
彼
れ
を

枚
皋
し

な

か
 

つ
た
の
は
*
竟
被
れ
の
學
說
が 

一.
S
し
て
私
に
は
新
奇 

■:
;
に
見
え
ず
、
又
私
の
取
极
つ
て
ゐ
た
主
題
の
範
|1
內
：に 

這
入
つ
卞
は
來
な
か
つ
た
か
ら
で
ぁ
る
。
彼
れ
0
著
書
、
 

に
は
判
然
私
ぞ
所
見
を
異
に
す
る
諸
»
が
有
つ
た
が
\ 

私
は
彼
れ
が
典
誤
謬
に
氣
攸
い
て
旣
に
1

1適
正
な
る 

見
»
を
«
も
無
/
X公
表
す
る
運
び
に
在
る
の
を
知
つ
で 

ゐ
た
か
ら
、
之
を
指
摘
し
な
か
つ
た
。
彼
れ
ぞ
私
の
間 

に
^
配
し
ぶ
文
寧
に
於
て
、
私
は
私
が
劇
見
し
た
t

0 

負
す
る
總
て
のi

f

に
關
し
て
は
、
彼
れ
が
公
表
U
た
虞 

見
は
私
の
そ
れ
ど
正
;x
»
で

ぁ

'
&

、
.
又

彼

れ

が

稱

し

て
 

.吾

々

.
の

意

見

が

I.

致
し
且
つ
其
獨
劍
の
功
は
被
れ
に
在
、
一
 

爲
す
所
の
も
の
に
關
じ
て：

は
、4/

は
總
て
ァ
ダ
ム
V

一
 

ス
ミ
：ス
若
し
ぐ
は
マ
ル
ナ
ス
の
、中
に
見
出
さ
れ
、
隨
つ 

て
五2

々
兩
人
-の
就
れ
も
が
發
見
者V

J

呼
ば
る
、
を
得
な 

い
事
を
彼
れ
に
示
0
P

ラ
■
€

力
..め
、
且
つ
ミ
ル
の
意
見》

卜 

依
るVJ;

實
際
示
す
事
が
出
來
た
。
吾
々
の
^
論
は
少
し

の
辛
棘
.哝
無
く
行
は
れ
S
完
全
^
禮
讓
を
囘
復
し
て
終 

了
し
た
。
尤
も
以
前
ょ
り
多
少
の
遠
慮
を
伴
つ
た
け
れ 

r

o
其
後
彼
れ
は
ニ
囘
私W

#

食
し
、
最
後
の
時
に
は 

:
マ
>

ナ

ス

，氏

亡

初

對

面

.を
し
た
。
席
上
彼
れ
は
マ
 ̂

t
 

ス
氏
の
反
對
意
見
に
對
し
て
、
其
全
く
改
宗
歸
依
し
た 

私
の
學
說
を
ば
カ
强
く
擁
議
し
た」

V」
(Letters 

of 

•
R
i
c
a
r
d
o

r+
o T

r
o
w
e
r
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w
o
n
a
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o
l
l
a
n
d
e
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^
e
d
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pp.

3
9
.
4
0

)

0

如
上
の
經
緯
を
觀
じ
來
れ
ば
、
タ
カ
ア
ド
ォ
が
其
一 

ス
一
九
年
に
上#
せ
.名「

原
論
L
第1

一
版
のI

一
 
箇
所
に
於
：
 

て
ト
ツ
レ
ン
ス
R
關
說
す
る
所
有
り
し
は
、
彼
れ
が
後 

者
に
負
へ
る
疵
蔭
を
認
Hi
せ
る
爲
に
ぁ
ら
免
し
て
、
寧 

ろ
其
根
柢
無
き
傾
慮
に
對
.す
.る
«
撫
的
讃
辭
€
解
す
る 

が
；
至

當

で

'ぁ

るo 

0
0
の
一
は
勞
働
の
.自
然
憤
格J

於 

る
變
動
を
論
ず
る

項
に
於
て
：
0

0

3H
r
aoa
e 

2中
の
一 

齣
を
引
用
一
^

此
、

HI

題
の
全
^
は
ト
ツ
ly
ン
ス
氏
に
依 

り
て
立
派
：に
解
說
せ
ら
れ
f

」

f
附
言
せ
る
も
の
に

笫
十
七
卷
，

(

一
七
九
七)

雜

錄

リ

カ

ァ

'̂
す
地
代
樂
魏
め
.
先
縱

第
十
雛



第

十

七

傘U

七
九
八)

雜

:
錄

力
プ

ド
允
地
代
f
餽
の
先
蹤

笫
十
虢

交

し
て(

R
i
c
a
r
d
o

 : princl

o-les 

1
00

一̂

T̂
vo
rn

o
t
e
)

、
其 

1

一
は「

贸
易
路
の
急
激
な
る
戀
化
に
就
い
て」

の
一
章 

の
湿
未
に
ー
ic
物
輸
入
制
限
の
不
#
策
を
論
賴
せ
る
最 

も
有
カ
«
る
出
版
物
中
に
‘位
す
る
も
の
に
、
ト
ッ
レ
ン 

ス
氏
の
'

な」c
o
r
n

 

T
r
a
d
e

 s
が
あ
る
°
姐
ふ
に
彼
れ
め
一 

議
論
れ
る
、
未
だ
JX
M
を
蒙
ら
ず
且
つ
反
®
す
る
能
は
一 

ざ
る
も
の
で
あ
るJ(roId;p

'
3

3
8

-?*
ベ
で
ゐ
.
.る
が
、

| 

愛
に
®
照
の
，對
象
e 

®れ
る
地
代
^
誠
に
就
い
て
は
何
一 

_
一
 K

爲
す
る
所
を
見
な
い
。 

1 

最
後
に
^
過
す
可
ら
ざ
る
は
、
ト
ッ
レ
ン
ス
は
其
ブj 

八1

一
〇
年
に
公
刊
せ
：る
前
揭
迸
の
：第
ニ
版
：に

於

て

は

.\

營

に
リ：

力
ァ
ド
I
ォ
に
剩
す
る
不
滿
を
被
勝
せ
‘ざ

る

の
，み

一
 

な
ら
す
、
却
つ
て
後
者
0 '「

原
論」

を
指
し
て「

經

濟

學

\ 

及
び
課
稅
に
關
す
る
甚
だ
獨
創
的
な
る
著
作」

ヒ
激
赏 

し
、
且
典
利
澗
に
關
す
.る
論
爾
に
於
て
何
等
タ
ヵ
ァ
ド

， 

オ
の
著
作
に
言
及
せ
ざ
る
事
に
就
さ
自
ら
a

々
な
る
辯

.

認
識
：ば
物
好
き
で
無
い
®
者
を
し
て
、
假
令
個
令
の
姐
、
 

理
に
就
い
て
は
リ
力
ア
ド
ォ
戌
に
言
及
せ
す
^
も
を
は
.
 

.決

.し
て
著
者
が
說
明
の
言
葉
調
：子
を
變
じ
て
剽
親
を
犯 

す
の
意
圖
、に
あ
ら
.ざ
る
事
を
、
信
讼
し
む
る
に
充
分
■で 

あ
ら
ぅ」

ど
云
つ
て
ゐ
る
。換
言
す
れ
ば
彼
れ
は
リ
カ
 ̂

ド
ガ
の
生
前
に
於
て
は
公
開
的
.に
抗
議
を
被
濯
す
る
事 

無
ぐ
、
後
砻
の
物
故
以
後
三
年
を
經
過
し
て
始
め
て
失
.
 

當
の
要
求
を
提
示
し
、
#
も
it
に
兩
者
の
就
れ
を
も
熟 

知
せ
るM

c
C
U
l
o
c
h

並

にJ. S. M
i
U

に
侬
つ
て
反
駁 

,せ
ら
る
、
所
ど
な
.つ
た
の
で
あ
，る(

K

&

sa.
e
r 

: D
a
v
i
d

 

R
i
e
l
,

 p
p
v

 9
3
-
9

V3"

洵
に
リ
力
ア
ド
ォ
が
直
接
啓
示
，
 

を
自
認
せ
る
は
«
だ
マ
ル
サ
ス
一
人
で
あ
つ
た
。

，
 

，

十

1

■

マ
ル
サ
ス
1は
啻
に
人
ロ
學
說
见
上
の
冠
絕
せ
る
.1
[
擘 

を
以
て
許
客
す
可
き
の
み
な
ら
ず
、
:!
:
!
:
ハ
純
理
經
濟
學
の 

終
達
に
資
す
る
所
亦
®
大
に
し
て
"
就
中
地
代
學
說
に

解

を

試

みV

此

ド
オ

1:

»
す
I
1

包
括
的

す
る

硏
I

ば
最
i

§

越
せ

t 

6る
o 

'
彼

，
^
が

該
學
說
を
公
表
せ
.な
凇
來
の
意
圖
は
齡
物
條
例9

擁
議 

は
#

し 

> 追
次
三
卷
の
小
册
子
を
以
て
所
信
を
江
湖
に 

M

へ
把
が
、
其
最
初
のT

卷

，'observations 

p
n

 

the 

effects olf t
h
e

o
o
m 

L
a
w
s

 

a
n
d

 

of 

a

 

r
i
s
e

0

1
^

e
P- 

tt7
*
e
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Price 

o
f

 C
o
r
n

 

o
n

 the 

agricultural and.qeneral 

•̂e
a
k
h

 

of the 

country 
じ j

00
1
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に
於
て
は
尙
未》

i 
自

由
質
易
.

V」

保
議
贸
易
と
の
相
對
峙
せ
る
兩
極
を
振
子
の 

如
く
に
搖
動
し
て
、
徹
底
的
讚
杏
の
栽
斷
に
踟
蹰
せ
る 

パ
跡
あ
り
。
即
ち
一
方
に
於
て
穀
物
s

rl
l
交
易
の
許
容
は
、 

必
定
國
民
の
生
活
資
料
か
他
_
に
依
賴
す
る
の
結
來
を 

招
：徠
す
る
爲
、

一
旦
綏
銥
の
際
不
則
の
禍
患
.の
這
裡
に 

#
生
す
可
き
を
祀
薆
し
？
且
つ
：夫
れ
農
寒
は
製
造
業
に 

比
較
i
重
要
な
る
W
數
段
な
りV

の
.論
摅
a
立
ぢ
て
" 

之
を
保
®
す
可
き
正
常
の
理
出
有
る
を
强
調
し
乍
ら
，
 

,他
方
に
於
て
.は
，食
糧
供
瀚
の
：金
部
を
庙
國
の
生
產
に
俟 

•つ
.は
、
是
れ
穀
物
の
所
要
遨
を
猥
得
す
る
に
必
要
な
る
_
 

以
上
0
多
額
の
資
本
を
雁
储
す
る
に
依
り
、
國
民
の
資

«
紀
或
る
程
•度
ま
で
浪
費
す
る
も
の
な
ぅ
し
P

 

3
4
)

 V」 

の
爲
觸
を
排
除
す
る
を
得
な
か
つ
た
"
換
言
す
れ
ば
彼 

.れ
は
英
li
l
®
に
取
り
て
は
，其

所

要

の

茬

千

量

を

他 

國
よ
り
購
入
す
る
は
、
之
‘を
向
，國
に
於
て
產
出
す
る
よ 

h
y
A
V
ー
層
客
易
に
し
て
勞
少
し
^
见
惟
せ
る
も
の
で
あ 

る
。
而
し
て
何
が
故
に
其
然
る
や
は
直
截
明
快
な
る
論 

證
を
缺
如
す
€

雖
、
㈣
豸
の
か
き
言
說
に
徵
す
れ
ば
、
恐 

ら
ぐ
は
收
獲
遞
減
の
法
則
を
#

®
せ
る
爲
S
推
斷
し
# 

ら
れ
る
o
即
穀
物
生
產
の
失
致
に
關
し
英
國
ミ
火
陵
農 

槳
諸
，國
€
の
：間
に
莫
犬
，.な
る
懸
隔
«
る
所
以
.は
、「

決
し 

て
軍
に
課
桃
に
の
み
起
因
す
る
に
あ
ら
ず
。
其

I

部
分 

余
の
考
察
に
從
へ
ば
其
®
少
な
ら
ざ
る
部
分
は
、
增
M 

し
行
く
人
ロ
の
需
耍
に
»
應
：せ
.ん
.が
爲
，
年
々
®
々
一 

層
劣
惡
«
名
土
地
を
'_

«

&耕
す
る
®
必
喪
よ
夺
^
す 

る
も
の
で
あ
る
。
斯
か
る
土
地
は
勿
論
其
耕
耘
にj 

e 

多
糞
0
勞
働
施
肥
、
及
び
凡
ゅ
る
_猶
類
の
失
«
を
要
求
-
 

す
る
に
相
違
無
い
。
か
る
が
故
に
穀
物
の
產
出
價
格
，は

第
十
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九
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餽
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第

十

鱗

一

九

.1

切
の
課
税
を
度
外
視
す(

る
も
"
尙
且
爾
餘
の
歐
泶
諸 

國

に

於

る

は

恐

&
く
高
愤
に
上
る
で
あ
ら
ぅ」

せ 

(pp. 

4
9
4
1
)
0
'

然
る
に
其
'最

終

のr

卷

r G
r
o
u
n
d
s

 

of 

a
n

 opinion o
n

 the 

policy 
of restrictln

Jqtlle i
m
s
r
*

 

tation 

of foreign, c
o
m

ミ

s>
^

に
.於
て

は
、
旣
に
述 

V

た
る
載
物
條
例
調
森
委
員
會
の
聲
明
に
共
鳴
し
、
關 

桃
の
撤
廢
は
從
來
の
農
事
改
^
を
带
途
に
撕
析
し
徒
に 

多
額
の
資
本
を
枯
死
せ
し
む
可
し
ビ
の
論
據
に
立
ち
て 

保
®
資
易
に
左
初
す
る
旗
幟
甚
だ
®
明
な
る
^
共
に
、 

前
著
に
.現
前
せ
る
：收
猶
遞
減
作
用
の
觀
念
は
漸
く
輕
視 

せ
ら
る
、
に
至
つ
た
？
尤
も
彼
れ
は
同
書
の」

脚
茚
に
ぐ
：
 

"於
て
余
は
穀
物
の
眞
實
產
出
®
格
な
：る
：言
辭
を
以
て
、

1

國
の
生
產
额
に
對
す
る
最
後
の
追
加
®

を
榄
#
す
る 

爲
に
雁
俯
せ
ら
る
、
所
の
、
勞
働
及
び
資
本
の
眞
實
の 

分
量
を
意
味
す
る
。
■而
し
て
凡
ゆ
る
常
裕
に
し
て
*
步

的
な
る
國
家
に
於
て
は
、
旗
次
劣
^
質
の
土
地
を
使
用 

す
る
必
要
‘の
爲
に
*•
>
龃

生

々

產

物

の

：.價

格

は

，
不

斷

K
增

大
す
る
强
烈
な
る
傾
向
が
あ
る
。
然
し
這
般
の
傾
向
は 

1

部
分
耕
作
並
に
勞
働
經
濟
の
大
改
良
に
依
つ
て
逆
杭 

せ
ら
れ
る」

(P. 

2
1
,
1
)
？

述

べ

て

ゐ

る

が

"

然

も

全
 

卷
の
基
調
は
寧
ろ
英
國
の
穀
物
產
额
が
多
大
の
困
廳
を 

要
せ
ず
し
て
著
し
ぐ
增
加
し
得
可
き
を
指
示
せ
ん
ど
す 

る
に
在
办
、
現
に
蘇
國
に
.見
る
が
如
き
農
業
の
偉
大
な 

る
改
苠
勞
'働
經
濟
：の

•#
&

な
る
管
理
を
一
般
に
搬
张
す 

る
時
は
、
穀
物
の
眞
實
價
格
を
低
減
せ
し
む
る
事
す
ら 

敢
て
不
可
能
化
あ
ら
ざ
る
所
以
を
示
唆
せ
る
程
で
あ
る 

(P. 

2
1
)
。

斯
く
て
地
代
學
說
の
關
與
す
る
限
り
に
於
て 

は
、

マ
ル
サ
ス
の
三
文
献
中
最
初
のj

黎
は
思
索
未
だ 

爛
熟
せ
ざ
る
恨
.み
有
り
最
終
の
.

j

卷
は
所
論
旣
に
偏
執 

:に
难
れ
る
傾
き
有
リ
、
獨
ら
兩
著
の
中
間
に
出
で
た
る 

-
A
n

 

Inquiry 

into 

the "Nature 

a
n
d

 

Progress 

o
f
 

Rent, 

a
n
d

/f+
h
e principles 

b
N
w
h
o
p

it is r
e
g
u
l
a
t
e
d
。

I

00
G

は

、
所

說

亦

た

中

庸

を

«

持

せ

る

の

故

に

最

も

學
.
 

界

の

社

：目'を
®
 
_け

る

も

の

で6

を
o

私

.
^
亦
：k

隨

つ

て

«
&»
同

書

を

中

心

に

 

>
:腋
れ
の
論
旨
の
考
察
を
：試
る
で 

あ
ら
う
。

ノ 

：
：
：：」

て
：+;
1

1
.'

1
^
 

〉

. >

ル
サ
ス
は
先
づ「

土
地
へ
の
地
代
ぐ」

は
全
齑
额
の
價 

値
ょ
；り
、
其
當
時
に
於
る
氣
業
.資
本
0
狐
常
の
刺
潤
率
.
 

U

依
.つ
：て
計
量
せ
る
被
傭
資
本
の
利
潤
を
：も
包
括
す
る 

所
の
、
凡
ゆ
る
猶
類
0*
_

作
の
出
3?
:

を

總

て

支

辨

む

た
 

.る
後
に
、
尙
其
所
有
漭
.の
.掌
中
，に
磁
存
す
る
典
部
分
で 

.ぁ
る」

€
の
定
議
に
於
て
,

V
力
ァ
ド
ォ
の
同
意
を
博
せ
：
 

る
の
み 

>ぶ
ら
す(

^
0*
叫
1-<3
0
: A

n

 

E
s
s
a
y

 

o
n

 

the 

Triflu—

s
e
e

 

of a

 L
o
w

 Price 

of 

c
o
r
n

 

o
n

 

the 

. profits 

of

.

.

.

. 

.
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:

Stock, 

W
o
r
k
s
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p. 

3
7
1
5

較
差
地
代
の
il
念
を
明
示
せ 

.

.る
«
り
於
て
兩
者
の
近
似
は
最
も
^

®
で

ぁ

る

。

即
ち
一
 

彼
れ
ば
土
地
の
生
藓
ヵ
を
以
て
»

«
に
«
し
、
之
を
製 

造
業
に
於
る
機
械
に
對
比
し
て
去
ふ
、「

穀
物
並
に
粗
生 

々
產
物
を
產
出
す
る
機
械
は
、
天
賦
の
資
性
で
ぁ
つ
て

人
力
の
作
品
で
は
な
い
。〔

前
し
ズ
吾
人
は
經
驗
に
艦
み
‘

*
* 

.

. 

.
 

.

第
十
七
!#
2
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〕

雜

錄

S
力
ア
ド
太
地

此
等
の
資
性
に
は
甚
だ
.興
れ
る
質
S
力
の
存
す
る
を
知
.
 

,
る
。
製
造
業
に
於
る
最
良
の
機
械
の
如
く
に
、
最
少
の 

ノ
勞
费
を
以
て
最
大
の
產
額
を
齋
ら
す
最
上
の
璺
饒
地
は 

增
殖
し
行
く
人
口
の
有
效
！1

要
に
對
應
す
る
程
決
し
て 

,
充
分
で
は
無
い
。
愛
に
於
て
か
M
生
々
產
物
の
M
格
は 

:

自
然
一
層
低
劣
.な
る
機
械
を
以
て
一
層
失
費
を
耍
す
る 

1:

過
程
に
依
り
、
之
ビ
產
出
す
る
所
の
S
用
を
賠
偾
す
る 

.に
^
る
程
度
に
ま
で
上
進
す
る
。
«*
し
て
等
崔
0
ic
# 

に
ニ
個
の
價
格
は
有
り
#
ざ
る
が
故
に
、
興
產
缒
の
劍 

I

ベ
ロ
に
之
を
運
婢
す
る
に
耍
す
る
资
本
の
僅
少
な
る
可
き 

|

他
の
總
て
の
«

«
は
、
夫
々
の
優
良
性
に
比
例
し
て
地 

|
代
を
薇
ら
す
^

#
違
細
い
。

一

斯

く

て

^.
ゆ
る
廣
泥
な
る
國
土
は
、
&
物
並
に
8
生 

.
々
產
物
の
生

產
に
關
じ
て
"
優

劣

の

.
®'
,

拂

有

る

諸

種

の
 

機
械
を
戲
有
す
る
も
の
t
着
做
し
.得
.る

TI
T
し
て
it
個 

の
楷
梯
中
に
は
、
啻
は
總
て
の
大
領
土
が
概
し
て
燬
富 

に
有
す
る
所
の
凡
ゆ
る
M

W
の
劣
等
地
の
變
質
を
钮
含

V 

'

2

堅
就
の
殆
蹤 

第
十
鉞
一
九
一
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怨
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一八

0

5

雜
錄

力
ア
ド
オ
地
代
舉
就
の
先
蹤

第
十
驟

す
る
の
み
^
ら
參
、
亦
&
良
地
か
愈
々
@
々
產
額
0
追 

加
を
腿
要
せ
ら
る
>

時
に
：使
用
せ
ら
る
、

も
稱
す
可 

き
、
低
劣
な
る
機
械
を
も
包
含
し
.て
ゐ
る
。
龃
生
‘々
產
物 

0.
懷
格
が
#
騰
を
繼
緻
す
る
に
從
つ
て
、
此
等
の
低
劣 

な
る
機
械
は
追
次
活
用
せ
ら
る
く
に
至
タ
、
又
粗
生
 々

產
物
の
價
格
が
低
落
を
繼
S
す
る
に
從
つ
て
彼
等
は
活 

用
外
に
拋
棄
甘
ら
れ
る」

(

M

a:g
l;t
h
: 

N
a
t
u
r
e

 

a
n
d

 

pro.: 

gt^ss 

o
f

 Rent, 

pp. 

3
00

-3
9

)

。
避
に
關
聯
し
て
彼
れ
は 

赏
裕
繁
榮
な
る
國
土
ー
に
於
て
多
大
の
地
代
の
.發
生
?:
-可
；，
 

;'
能
な
ら
し
^;
る
所
の
、
組
生
々
產
物
の
高
愤
な
る
现
出 

'
を
收
權
遞
減
の
法
則
.に
求
め
で
云
ふ
ー「

余
は
一
.國
に
於

.

i

I I

_
s! T

.
闽
が
其
眞
實
惯
格
の
此
較
的
高
®
な
る
事
、
換
言
す
れ 

ば
之
を
生
產
す
る
爲
に
M
傭
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
資
本
並
に 

I
勞
働
の1

層
多
量
な
る
事
に
^
す
冬
所
以
を
、
''
聲
明
す
卜 

る
:̂
躊
踩
せ
會
。
.旣
に
氣
裕
に
し
て
乂
觅
に
邦
繁
滎
並

1

九
ニ

に

人

口

を

增

進

せ

ん

る

.諸
侧
に
於
て
U
、
何
が
故 

に
穀
物
の
眞
實
偵
格
が
高
侦
に
し
て
且
つ：

小
斷
に
上
逝 

す
る
か
9
理
_
は
、
不
斷
.

2
1.

層
劣
.惡
な
る
土
地
に
侬 

賴
せW

る

可

か

ら

ざ

，
る

.必
要
中
に
見
出
さ
れ
る
。
叩
ち 

之

を

遝

轉

.T
る

に一

層
多
：大
の
失
費
を
耍
し
、
且
つ
其 

故
に
：其
國
の
粗
生
々
產
：物
の
.新
た
な
る
'追
加
分
量
を
ば 

滞

に

一

層

多

额

,0
,
s相
を
拂
つ
て
®
入
せ
し
む
る
如
き 

劣
^

^
る
機
械
に
侬
賴
す
る
必
耍
有
る
爲
で
あ
る：

o
 ̂

言
す
れ
ば
を
は
進
步
的
_
家
に
於
て
は
、
穀
論
は
0

賞 

の
供
給
を
®?
ら
す
に
必
要
な
る
®
格
を
以
て
W
却
せ
ら 

れ

、
然

ち

此

，
供

給

が

愈

々

益

々

困

：雛

v

な
る
に
伴
ひ
、
價 

:格
•か
'比
例
的
に
#
雕
す
ビ
云
ふ
重
婴
な
る
眞
理
ツ
存
す 

る
爲
で
あ
る」

(pp. 

4
0
-
4
0
。

e
令
#
作
の
改
li
は
收 

權
遞
減
作
用
を
ー
時
的
に
は
阻
止
す
る
宅
ら
、
rr
险
1< 

久
の
防
遏
ビ
は
成
り
得
な
い
。一，
®
等
は
時
に
强
大
な
る 

‘勢
威
を
#

ふ
も
、
尙
且
つ
劣
璐
な
る
土
地
成
は
低
^

な 

る
;:
1
械
の
採
用
の
必
製
を
相
激
T
る
に
足
る
_

fl
で
め

I
f
i

ハ

私Ul

俎
ふ
に
收
權
遞
減
の
法
則
の
作
用
.

w

地
代
の
發
生
騰 

落
ビ
の
間
に
存
す
る
原
因
結
泶
の
關
係
を
明
瞭
に
剔
抉 

し
た
る
勿
土
の
言
說
が
ノ
ッ
力
ア
ド
.ォ
の
思
索
に
甚
夂 

な

る

啓

賦

興

せ

^
は
西
足
す
可
か
ら
ざ
る
W
實
.で 

ぁ
る
，。
即
V

I
八

|

五
年
ニ
す
六
ロ
«
,れ
は
親
し
く
マ
，
 

ル
サ
ス
に
一
書
を
^
せ
て
、「

私
は
今
菩
々
に
：將
來
論
靜 

.
の

主

題

を

猫

示

し

'3
う
な
各
齣
を
拔
妙
す
名
積
り
で
、 

地
代
の
陞
騰
進
股
.に
關
す
る
學
兄
の
'論
文
を
深
甚
な
る

愛

(;
.於

て

か

一

派

め

論

客

は

ァ

ル

サ

ス

を

以

て

近

世
 

:

地
代
舉
說
の
眞
JE
な
る
，發
見
者
と
看
做
し
、
リ
力
.ァ
ド 

ォ
を
以
t
唯
だ
前
人
の
，糟
粕
を
喫
せ
'る
に
過
き
ざ
6
も 

の
ご
纖
誹
す
る
に
至
つ
/2
.、
時

にL
e
s
e
r

は

5 Robert 

Malthus als Entdecker der m
o
d
e
m
s

 G
3
adrenten- 

theorie、
Jena' 

I
oo
s r

な
る
小
著
を
公
表
し
て
云
ふ
、 

「

斯
の
如
く
マ
ル
サ
ス
は
穀
儇
の
解
剖
に
依
っ
て
地
狀 

の
說
明
を
完
全
に
論
じ

»
し
た
a
 

0
0
の
追
隨
渚
は
該 

問

,.
®
の
學
理
的
方
面
に
關
し
；て
も
將
介
又
實
例
の
完
全

■
 

. 

- 

1
-
( 

>1-
 ̂
>7 
3

a
想

下

に

譲

過

し

た

:0
.霸

の

生

耍

な

る

諸

.題

^

'
な
る
分
拆
吣
W
し
て
V
、

此

等

-
の

叙

述

に

寸

毫

の

附

加
 

*

て

道

裳

k

の
讃
同
^
，表
す
る
所
で
、
且
つ
そ
は
獨
す
る
所
無
か
ひ
し
も
の
で
ぁ
る
，
天
才
の
^

業
は 

一
0 

i

代
許
名
無
く
課
桃
唭
他
數
多
の
*
問
に
關
し
て.

1

全

然

蕲

新

な

る

見

獬

、

一

の

全

然

改

變

せ

ら

^

た

る

舰
 

m
要

な

る

，幾

多

の

獨

劍

的

見

解

を

包

含

せ

り

^
恩

惟

す|

察
を
齋
.ら
す
ー
そ
は
地
代
に
關
し
て
マ
ル
ナ
ス
り
享
S 

る
も
矽
し
て
溢
f :
て
は
0

山
し(Lette rs of R

o-a
r
d
o

 

t
o

可
き
榮
#
で
ぁ
る
。

一
旦
斯
か
る
完
全
明
K
な
る
思
想 

f
l
t
h
u
s
.

 

B
o
n
a

飞s 

ed. 

pp. 

5CO
-
5
9ミ
典
獅
劍
的
卓
見
に
し
て
表
現
知
悉
せ
ら
れ
ん
か
、
須
叟
に
し
て
そ
れ
が 

を
稱
播
せ
る
め
み
な
ら
す
ン
亦
た
疝
著
に
於
て
も
®
々
其
凡
ゆ
る
可
能
的
結
架
に
於
て
硏
婼
せ
ら
る
、
に
至
る 

«
先
蹤
を
，!.
容
し
激
賞
し
て
ゐ
る
り 

-

は
麗
り
:«
.き
所
で
ぁ
る
。
斯
く
て
其
才
幹
の
阜
^
に
^

第
叶
七
^

ニ
八
'-
9
1〕

:■
 
0

.
M

4

ァ
ド
す
她
潘
撒
|
先
舞

 

第
十
號.

一

九
^



.第
十
七
，

c
l
A
o四

〕—

雜

錄

^
ヵ
ア
.ド
.オ
地
代
學
說
の
，先
蹤

 

.第

十

雜

二

九

四 

て
伯
仲
の
間
に
在
る
人
物
が
此
殘
さ
れ
た
る
使
命
に
任
代
學
說
と
の
間
に
介
在
す
る
杆
格
は
、
雨
者
の
近
似
ょ 

.

.ず

.る
時
、
必
宛
楚
れ
に
伴
ふ
は
喺
犮
該
姐
想
の
迅
速
豐
り
も
|1
1
に
遙
に
»
ぶ
し
§
も
の
あ
る
.を

首

，肯

す

可

き

が
 

.富
な
る
發
速
有
る
の
み
で
あ
る」

(S. 

1
1
0
)
0
,

而
し
て
、

故
で
あ
る
。

：

.

'
L
e
s
e
r

に
從
へ
ば
、
此
マ
ル
サ
ス
流
地
代
學
說
を
簡
m

に

.

パ

.
十
B

.
'通

俗

化

す

.
る
^
^
.ふ

役

目̂

、
.
.1€
た

そ
.れ

の
.み

.の

役

目
 

一

A
代
は
_
^々

天
|1
0
恩
&
に
起
区
す
る
7

將
た
自 

.
を
、
演
じ
た
の
が
リ
カ
ア
卞
オ
で
あ
つ
て
、
其

功

績

如

然

の

鄙

吝

に

金

く

乎

。
そ
は
絕
剩
的
に
本
質
を
双
_
uす 

何
に
覷
著
な
り
ぞ
雖
規
莧
他
流
れ
’る
を
免
れ
ず
€
云

ふ

る

1»
實

\£
云
ふ
ょ
り
も
.、
寧
ろ
同
1
现
象
に
.對
す
る
觀 

:
の
.
e
あ

る

。
：
：
'

.

ブ
照
態
度
の
相
違
を
云
は
士
云
ヘ
る
。
蓋
し
地
代
を
以
て 

吾
人
は
其
人
口
學
說
の
餘
り
に
#

*
た
る
光
彩
を
放
|」

吾
人
に
特
定
の
優
良
地
を
給
與
せ
，る
神
の
仁
慈
に
歸
す 

*
て
る
蔭
に
、
往
々
閑
却
せ
ら
れ
勝
ち
な
る
他
の
：マ
：<
サ

|

る
か
、
或
は
斯
か
る
®
良
地
を
ー
層
璺
富
に
與
ふ
る
を 

,
ス
の
貢
献
の
一
を
極
カ
襄
彰
せ
ん
€
欲
す
る
^
“ミ

の

否

め

る

刹

の

咨

嗇

に

歸

す

る

か

は
、
必
す
し
も
8'
1
實
事 

意
1]
に
»
し
て
、
多
大
0'
威
«
を
歷
ゆ
.る
も
の
な
>

€
、|
象
典
物
の
»
違
に
非
す
し
て
、
是
に
劉
す
る
勸
者
の
觅 

嫌
、
尙
且
が
彼
れ
が 

>
,ル：ザ
：̂
に
.里
せ
る
過
大
の
褒
辭
一
地
の
相
違
^
着

做

し

得

可

き

が

故

で

あ

る

ン

然

も

此

見

,
 

隨
つ
て
文
リ
カ
ル
ド
オ
に
致
せ
る
；不
當
の
評
言
に
關
し
地
の
異
同
は
臟
て
マ
ル
サ
ス
ビ
ジ
力
ア
ド
オ
ビ
、
兩
家 

て
は
、
到
底|

|

同
を
表
す
る
能
は
*
?る
も
の
で
あ
る
。

の
地
代
學
說
の
凡
吵
る
離
权
の
根
源
で
あ
つ
れ
。
換
言 

'
蓋
し
公
正
な
る
觀
者
は
硏
纂「

步
ゼ
進
む
る
に
及
ん
で
す
れ
ば
前
者
は
佛
國
經
濟
學
者
流
の
先
入
的
偏
見
を
以 

•
直に所謂マ

v

t
ス
流
地
代
學
說
ど
タ
カ
ア
ド
.オ
流
地
て
前
說
を
固
持
せ
る
に
對
し
、
後

^
は
之
を
打
鑛
せ
ん
'

.と
て
後
說
に
趣
け
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
如
上
の
消 

息
は
先
づ
地
代
黴
生
の
原
因
に
於
て
着
収
せ
ち
れ
る
o 

ぃ

マ
：
々

サ

ス

に

從

へ

ば

、

»
代

：發

生0
直
接
股
因
は
粗
:: 

生
々
產
物
の
注
產
©
に
對
す
る
市
場
價
格
の
趙
過
で
ぁ 

:

る
が 

> 此
超
過
を
可
能
な
ら
し
: ^
る
原
因
ヒ
し
て
三
條
：
 

を
列
®
す
る
。「

館
1

0
、
而
し
て
主
た
る
原
因
は
、
土
地
一 

.
に
は
典
土
地
の
上
に
派
俯
せ
ら
る
、
人
々
を
支
持
す
る|  

に
必
要
な
る
分
啬
以
上
に
、

”
層
多
悬
の
生
活
必
需
品 

を
產
出
し
得
る
性
質
荷
る
#

で
あ
，

第
一
一
は
、生
活
必 

，需
品
に
は
.夫
れ
自
身
の
需
要
を
劍
造
し
得
る
特
質
、
即
：，，

:

ち
生
產
ぜ
ら
れ
た
る
必
■
品
め
：分
量
夂
比
例
し
て
其
®

-.\ 

.要
港
の
歡
を
上
進
し
#

,

^

^

^
有
る
«
で
あ
；る
。
M
L
' 

| 

そ
第
三
，に
は
、
最
も
豐
饌
な
る
土
«
が
比
較
的
に
齡
少
：
；{

 

な
る
事
で
あ
る」
(

^
p
s
r
j
s 

: 

N
a
t
u
r
e

 

a
n
d

 

progress 

of Rent,(p. 

2
, 

P
.oo)

。
若
し
前
揭
_*
茵
中
就
れ
の
一
,
 

條
に
て
も
缺
如
し
た
り
ぞ
假
楚
せ
ん
かV

地
代
の
發
生
'

.は
木
可
能
で
め
ら
ぅ
。
即
ち
®

十
に
總
て
の
土

地

：が

k

へ

嘴

十

セ

卷(

1
A
05L
}

雜

錄

3
カ
ァ
ド
ォ
|
价

耕
作
者
の
支
持
に
必
要
な
る
以
上
の
生
產
を
澈
ら
し
得 

ざ
る
時
は
、
如
何
に
完
全
に
土
地
が
獨
占
せ
ら
る
、

.；

o

 

も
、
何
地
代
た
る
可
き
'餘
剩
性
.産
物
の
赀
無
な
る
は
叫 

白
で
あ
る
。
第
二
に
人
口
の
增
加
が
食
物
の
増
加
に
追 

隨
せ
さ
る
も
の
だ
せ
ば
、
貪
物
注
產
S
の
壻
加
は
食
物 

の
惯
格
を
其
生
產
费
に
ま
で
慨
下
せ
し
め
.、
復
た
地
代 

パ
た
る
可
き
餘
剩
を
殘
さ
，な
いV

J
。

愛
に
於
て
か
マ
ル
テ
ス
は
極
力
地
代
を
讃
美
し
て
13 

.ぐ
、
そ
は
決
し
て
地
主
に
の
み
有
利
に
し
て
沿
®
漭
に 

布
-害
な
る
軍
な
る
■
値
の
0

0

 

€
看
倣
す
讨
き
に
あ
ふ 

す
"「

却
、つ
て
神
の
人
間
に
與
へ
た
る
土
壤
の
包
葙
す
る

^
の
嚴
も
高
貴
な
る
«

«

-
之
を
刺
転
す
る
に
必
姿

な
る
以
上
の
人
々
を
支
持
し
捋
可
き
性
質
の
、
叫
«
な 

る
表
微
に
は
あ
ら
ざ
る
乎
。
そ
は
蓝
-L
く
總
て
の
カ
尤 

V

享
樂
S
の

源

般

ビ

噃

ぶ

可

き

，
、
.
土

地

生

產

物

の

餘

剩

部
 

分
に
は
あ
ら
ざ
る
乎
。
然
p

®
人
は
後
段
に
於
て
、
そ 

が
絕
對
的
に
必
耍
な
る
源
磁
た
る
を
看
る
tで
あ
ら
ぅ
。 

1

の
先
鉍 

0

^

,

0

ー
夂
茧



第
t
セ

怨

C

1

A

Q

S
離
錄
ヌ
カ
ブ
ド
ナ
狐

#
掛魏

0
先蹤

洵
に
之
を
餘
外
に
し
て
は
"
都
市
無
く
陸
沲
®
無
く
美 

術
無
く
學
蔭
無
く
發
連
せ
る
エ
業
無
く
異
國
の
有
;9
盼 

齋
侈
品
無
ぐ
、
而
し
て
啻
に
個
人
性
を
何
上
品
威
：有
ら 

.L
む
る
の
み
な
ら
す
衆
民
全
般
に
有
益
な
る
影
_
を
及 

ぼ
す
敎
狻
嗬
リ
優
雅
な
る
祉
會
も
"
亦
た
存
在
す
る
事
.
 

無
か
る
可
し」

^(

'g
a
l
t
h
u
s

..
o
p
. 

cit. 

P
T 

1
6
-
1
7) 

o 

,

然
ら
ば
第
三
因
れ
る
最
上
豐
饒
地
の
：比
較
的
稀
少
に 

就

き

て

は

、
如

何

ど

 
一

K

ふ
：に
、「

元
始
.社
#
或
は
群
言
す
れ 

ば
往
背
人
智
^
資

本

ど

ゆ

^

ら

新

鮮

豐

饒

な

る

土

地

に
 

使
用
せ
.ら
れ
た
る
時
代
に
於
て
は
、
此
餘
剩
生
產
物
に 

此
灭
賦
の
寬
仁
な
る
賜
は
、
主
ど
:L
て
；異
常
の
高
き
㈣ 

澗
興
常
の
高
S

0

艺

し

，て

其

姿

を

示

し

、

地

代

の

形
 

態
に
於
て
現
前
す
る
事
は
：稀
有
で
あ
る
。
■'
©

饒
地
の
存 

，在

潤

澤

に

し

て
"
之
^;
欲
す
る
者
0
欲
す
4
ま

、
に
占 

冇
し
#
.る
間
は
、
闽
ょ
り
何
人
も
地
主
に
地
代
を
支
辨 

す
る
事
無
か
る
可
し
。乍
併
此
狀
態
の
繼
績
は
、
0
然
の
.
 

法
則
並
に
地
質
の
制
限
が
之
を
許
さ
な
い
。
土
«
並
に

第

十

雛

一

九4

ハ
.
 

地
位
の
變
化
は
必
然
總
：て
の
國
土
に
實
存
す
る
-に
相
違
，
 

な
い
。
總
て
の
土
地
悉
<
最
上
杧
躞
‘
_
な
る
能
は
ず
、
又
，
 

總
て
の
地
^
が
«
く
航

行
の
便
^
る
河
川
並
に
市
場
に 

j

最
も
近
い
^
一

K

ふ
#
實
は
有
り
得
な
い
。
斯
く
て
最
大 

j

の
自
然
的
聲
饒
性
並
に
最
上
の
有
利
^
る
地
位
を
具
備 

j

せ
る
土
地
に
使
用
す
る
ょ
ゥ
以
上
の
資
本
の
蓄
積
は
、

|

必
然
刺
潤
を
低
下
す
るV」

共
に
、
人
口
が
生
活
资
料
を 

凌
漶
し
て
增
殖
す
る
所
-の
傾
，间
は
"

一

定
時
の
後
に
於 

て
必
ず
勞
鈒
を
低
下
せ

ざ

れ
ば
歇
ま
ぬ
。

」

斯
く
て
食
物 

.

の
價
格
は
、
利
澗
を
每
含
せ
る
生
產
戮
に
超
過
す
る
。 

j
「

此
超
過
が
地
代
を
構
成
す
る
。「

か
る
が
故
に一

國
の
富 

裕
が
相
當
英
大
な
る
程
度
に
到
達
し
、
又
人
口
が
相
笛 

\

柳
密
e
成
る
に
從
つ
て
、
固
ん
h
そ
は
資
本
刺
澗
並
に 

プ
勞
働
«
銀
の

兩
者
に
於
な
大
な
るg

®

を
除
外
に
し
て 

生
起
し
得
ざ
る
所
な
る
が
、
特
定
質
の
土
地
に
對
す
る 

1

蹴
の
定
着
物w
し
て
地
代
を
分
離
す
る
は
"
引
力
の 

原
理
の
作
用
S
等
し
く
變
改
す
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

る
6

而
し
て
其
地
代
たる

；、
：：

m
な
る
名
因
的
價
«
に
も 

ぁ
ら
す
又
人
民
の
一
.階
級
ょ
K
v
t
t
の

階

級

，
へ

不

双

^

害 

に
移
轉
せ
ら
れ
た
る
價
値)

に
.も
ぁ
ら
す
。
そ
は
，地

主

、

王
候
、
或
は
現
實
耕
作
者
の
何
人
.に
依
b

T
所

有

せ

ら| 

る
、
共
0
然
の
法
e則
に
.依
b
て
爾
か
有
ら
し
め
た
る
所 

の
、'
土
地
に
關
す
る
國
民
的
財
產
の
：全
價
値
の
最
も
實
: : 

際
的
な
る
^
つ
最
も
本
贺
的
な
る
部
分
で
ぁ
る」

ビ
云 

ふ
の
で
あ
る(

M
a
l
t
h
u
s

 : 

op. 

cit. 

pp. 

I7-I

D0)'

°

.I 

诹
ふ
に
如
上
のV

ル
サ
そ
の
見
解
に
は 

> 
地
ft
の
發
.: 

生
を
以
て
神
の
恩
M

l

ff
l

，へ
乍

'b
、
尙
且
つ「

優
茛
地
の 

比
齩
的
稀
少
牲」

を
其
4
緣
财
ぞ
看
做
す
所
に
、
掩
蔽
す 

可
か
ら
ざ
る
無
理
が
有
り
_
鏠
ず
可
か
ら
ざ
る
破
綻
が

\ 

ぁ
る
。
故
に
ノ
力
ァ
ド
ォ
の
合
迅
的
田V

索
が
其| 

K
を 

採
ダ
て
他
を
拋
棄
せ
る
は
、
0
ょ
り
,
u然
の
數
で
ぁ
る
。
 

以
爲
ら
く
、
土
地
が
其
耕
作
者
を
支
持
す
る
に
屁
る
以
.
:
 

上
に
多
额
の
生
產
を
髒
ら
す
の
訊
實
は
、
«
だ
地
代
を 

可
能
な
ら
じ
^
る
所
以
に
し
て
之
を
實
拓
せ
し
む
る
原

因
で
は
な
い(「

吾
人
は
.
.地
代
が
耕
作
せ
ら
れ
つ
S
あ
る 

土
地
、の
絕
對
的
毁
鏡
性
に
比
例
せ
す
し
て
、
其
相
對
的 

璺
餸
性
じ
比
例
す
る
事
を
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ー 

::

地
代
は
±.
地
の
徵
饒
性
の
增
加
又
は
減
少
ビ
典
に
賍
接 

に
且
つ
私
然
的
に
上
進
又
は
低
卞
す
る
も
の
に
あ
ら
す 

し
て
、
其
豊
饒
性
の
增
.加

は

其

土

地

を

し

て

"

成

る

將 

來
の
時
期
に
增
大
也
る
地
代
を
支
拂
ふ
事
を
得
し
む
る 

も
の
で
あ
る
。
豐
饒
性
の
極
.め
て
貧
小
な
る
土
地
は
、
 

固
よ
^V

地
代
を
負
擔
す
る
能
は
ず
。
毂
饒
の
中
庸
を
保 

て
る
土
地
は
、
人
口
の
增
殖
に
伴
ひ
中
庸
の
地
代
，
负 

擔
し
又
豊
■
性
の
3 1

大
な
る
dl
地
は
莫
大
な
る
地
代
を 

負

擔

す

る

-u
至
る
で
あ
ら
ぅ
：が
、
乍
併
蕤
大
な
る
地
代 

の
負
擔
に
烟
へ
得
る
s

a
ふ
取
^
、
現
實
に
之
を
支
拂 

ふ
事
ビ
は
夫
々
別
々
の
®

«
で
め
る
。
土
地
の
©
饒
性 

の
至
大
な
る
國
土
：に
於
る
地
代
が
、
•土
地
が
中
嫌
の
收 

種
を
產
出
す
る
國
土
に
：於
る
地
代
よ
り
も
"

1
®

低
い 

か
も
知
れ
ぬ
。
是
れ
偏
に
そ
机
が
絕
對
的
豐
饒
性
よ
り

、
徼

十

锨

一

丸

七

.
館

十

七

港

C

A

0七)

雜

錄

丨

1
如
ア
ド
ず
地
代
學
魏
の
先
跋



第
十
雛

1
九
八

も
t
:寧
ろ
相
對
的
S
臜
他
に
比
例
す
•る
が
故
で
め
る」

 

€(
R
i
c
a
r
d
o
:. Principles, 

W
o
r
k
s
,

 

f>p. 

2
4
6
. 2
4
7

ノ
。

,
次
に
マ
ん
サ
ス
に
.侬
る
地
代
發
生
の
第
ニ
原
因
た
る 

食
物
は
夫
れ
^
！身
の
®
要
を
削
^

T
る

^

云

ふ

觀

念

も
 

復
た
リ
カ
ル
ド
オ
は
否
定
す
る
：。
即
ち
食
物
の
豐
富
な 

ん
_
が
其
海
要
者
を
增
加
す
る
に
あ
ら
す
し
て
；▼
.反
對 

に
需
要
者
の
璺
赏
比
る
to
が
食
#/
を
增
加
せ
し
公
る
の
.
 

で
あ
る
。「

菩
人
は
需
要
ザ
ら
々
、
ょ
o
_も
一
層
多
量
の
.
 

貨
物
^.
:
、
永
績
的
に
生
1«
す
る
の
必
要
は
寸
襄
も
な
い
。
 

若
し
偶
然
に
依
て
需
耍
上
に
多
贤
ゆ
貨
物
が
生
產
せ
ら 

る
、
な
ら
ぼ
、
そ
は
典
自
：然
概
格
以
下
を
低
落
し
隨
つ 

て
普
通
の
資
本
利
倘
を
包
含
す
る
所
の
生
淹
費
を
支
拂 

は
な

)

ぃ
で
あ
ら
ぅ
。
斯
く
し
て
供
給
は
そ
が
需
要
に
調 

和
す
る
に
‘至
る
ま
で
、
而
し
て
1|
/
場
惯
格
が
自
然
馏
格」 

の
程
度
に
騰
貴
す
る
に
至
る
迄
、
停

-1
|
;せ

ら

る

、

で

あ

ら

ぅー

其

結

果

が

穀

物

の

市

埸

:©
格

を

其

自

然

憤

格

以 

下
に
低
膝
せ
し
め
、
且
隨
て
刹
潤
率
I

W;
,以
下
に
低

下
す
る
事
に
依
り
彼
れ
の
利
潤
の
一
部
分
を
彼
れ
ょ
タ 

»
奪
す
る
に
至

る

に
拘
ら
す
、
尙
且
實
際
に
：窗
耍
せ
ら 

>

ょ
り
以
上
の
穀
物
を
、
生
產
す
可
き
如
何
な
る
動 

機
を
農
夫
は
持
ち
得
ょ
ぅ
ー
通
常
の
顺
序
^
し
て
は
、 

»

て
の
貨
物
に
對
す
る
®
要
がM

供
給
に
先
立
つ
の
で 

あ
る」

，
/

j

云
ふ
の
で
あ

る(Ibid. 

pp. 

2
4
.
2
-
2
4
^
2
5
0
)
0

 

彼
れ
は
更
に
十
八
ニ
〇
华
九
乃
十
五S

付

T
r
o
w
e
r

 

に
與
.へ
ー
長
文
の
！！
简
の
一
節
に
於
て
、

道
般
の
討
論 

に
言
及
し
てf

ム
ふ
、「

如
何
な
る
貨
物
も
楚
に
對
す
る
！
！ 

耍
有
る
に
ぁ
ら
中
ん
ば
產
出
せ
ら
る
、
事
無
し
。
.器
し 

®
i婴
無
き
に
產
.出
せ
ら
る
\

な
ら
ば
、
そ
の
p

.f
i
は
0

 

落
し
、
爲
に
是
れ
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
勞
_
を

報

®

し 

且
0.
普
a
の
資
本
利
P
を
提
供
す
る
に
必

恶

な

_る

愤

格
 

を
、
保
た
ざ
る
に
至
る
で
ぁ
&,
ぅ
。
脒
に
此
事
實
に
し 

て
眞
な
る
以
上
は
、
穀
物
ビ
絹
布> 

麥
ぞ
砂
糖W

の
間 

.に
如
何
な
る
盖
遠
か
存
す
可
き
。
•若
し
此
等
の
貨
物
を 

製
造
或
は
產
出
す
る
所
の
人
々
が
、

一
®
の
偵
格
に
於

る
®
要

に

對

應

す

る

以

上

の

も

，の
，
を

生

產

す

る

な

ら

ば

‘
 

彼
等
は
损
失
を
蒙
る
で
^:
ら
‘ぅ

。
，
獨

り

穀

物

の

4

產
者 

<:
:
の
み
同
一
.事
情
の
下
.に
®
ら
ざ
る
现
咐
ら
ん
や
。
苟
く
.

■
も
利
得
有
る
價
格
に
於
て
是
に
對
す
る
麗
の
#
せ
ざ
：
 

る
限
彼
れ
は
穀
物
を
嫌
出
し
な

.い
で
あ
ら
ぅ
0
誰 

.
し

も

資

本

增

加

を

欲

す

る

乜

ら

ば

!:
'

利

得

有

る

僧

格

ー

れ 

於
て
賣
却
し
#
可
し
^
见
1«
す
可
き
1£
當
の
挪
11
}
有
る 

も
の
を
生
產
す
る
。
彼
れ
が
^
働
に
支
拂
ふ
所
の
も
の 

は
貨
幣
、
而
し
て
彼
れ
の
-求
ひ
る
：も
の
も
邪
れ
貨
幣
で 

あ
る
。
固
ょ
り
彼
れ
は
早
晚
從
前
以
上
の
！
T

Bを
生
す 

.る
貨
物
の
穀
#;
.な
る
可
き
を
豫
测
す
る
が
、
然
し
其
故 

に
彼
れ
が
之
を
生
產
す
る
は
、
':
1恰
も
彼
れ
が
他
の
«

㈣

"

 

を
生
產
•す
可
き
場
合
ビ
同
様
に
、
.
0
的
に
對
す
る
竽
段 

芒
し
て >

 
あ
る
。
穀
物
の
生
產
ぜ
ら
る
、
は
、
直
接
の 

需
要
有
る
か
若
し
く
似
！
1
耍
の
追
加
が
合
理
的
に
豫
測
_
 

ぜ
.ら
■る
く
.
.爲
で
あ
.
.る
。
^
饼
菩
人
が
此
等
^
る
.の
.故
-

し
、

.
 

:
榖
物
ば
夫
れ
自
身
の
需
耍
を
造
る
^
か
>
或
は
其
豐
富 

.

第

十

七

翁(

一
八
0
九〕

雜

錄

な
る
事
が
人
口
.の
增
加
を
_
ふ
€
炉
稱
す
る
は
失
當
で 

あ
る
。
如
柯
尤
な
れ
ば
そ
は
常
に
，14
然
價
格
荇
し
く
は 

利
得
有
る
偵
格
以
下
の
穀
惯
を
假
想
せ
し
め
、
然
も
斯 

か
る
‘條
件
の
下
に
，之
を
生
產
す
る
は
何
人
の
利
益
に
も 

あ
ら
？
る
が
故
で
あ
る
。
勢
働
に
對
す
る
®
要
の
增
加 

は
、

直
接
人
員
の
.增
加
に
依
っV

充
见
せ
ら
る
、
も
の 

に
.あ
ら
ず
。
蓋
し
勞
銀
の
.騰
貴
が
防
一
の
人
凰
を
し
で 

從
前
ょ
o
も
一
層
多
量
0 .
仕
事
を
甘
受
せ
し
む
る
に
至 

る
か
ら
で
あ
る
。
隨
ク
て
資
本
の
增
加
並
に
是
れ
に
伴
’
 

ふ
勞
働
に
對
す
る
兼
要
®
增
'加
は
J
必
す
し
も
食
物
に 

對
す
る
需
要
を
增
加
せ
ず
し
て
、
勞
働
激
の
嗜
好
に
，適 

す
る
他
物
の
.窗
要
を
增
加
す
る
。
第
一
游
に
生
產
せ
ら 

る
、
は
之
等
の
®
物
で
あ
っ
て
、
穀
物
に
對
す
る
_
耍 

の
異
常
に
Jt
^
す
る
は
、
漸
く
子
供
の
数
が
^
®
し
た 

る
時
に
，於
て
、
< あ
る
。
此
時
に
及
ん
で
始
め
て
第
一
游 

に
需
要
せ
ら
れ
代
る
.貨
物
は
拋
擲
せ
ら
れ
、
穀
物
に
» 

'す
る
m

i

^

®增
如
か
起
.る
，.'で
.あ

ら

ぅ

®
は
.
兄̂
力
ぼ
.
 

懿

.り
先1

.

■
 

笫

十

雛
一

殳



赞
*

f

七

怨

O

八
！
G

維

錄

1

ヴ
ド
4

袁

裳

俗

縱 

lo'
o'

叙
の
寫
實
を
以
て
穀
物
が
邦
爾
要
者
を
創
造
せ
ざ
る
は 

翁
衣
服
が
興
着
用
者
を
钡
造
せ
中
萄
«
酒
が
其
愛
飮
家 

を
創
造
せ
ざ
る
が
如
し
^

云
ふ
、
私
の
唱
紙
せ
る
意
見 

の
正
當
な
る
證
左
ビ
看
做
さ
れ
ん
if
f
を
期
待
す
る
み(

中 

略)

。顧
は
く
は
此
は
ア
ル
，
ス
氏
に
對
す
る
反
®

な
る 

事
を
御
了
承
賜
り
度
い
。
即
ち
彼
れ
は
穀
物
に
は
值
の 

勒
て
の
物
€

-i
l

A

r̂t
,

M

#

0m
要
を
作
る
將
質
あ
.
9
 

ど
主
張
し
、
反
之
私
は
彼
等
の
間
に
は
何
等
の
異
る
所 

如
ぐ
、
過
失
ご
^
算
に
S
か
ざ
る
限
り
、
欲
求
せ
ら

れ 

ざ

る

物

の

生

產

せ

ら

る

、

^

無

し

ビ

主

張

す

る

も

の

で
 

あ
る」

と(Letters of 

s
c
a
a
o 

to 

T
r
o
w
e
r

 ; pp, 
“
2
1

丨

s
o 

!

斯
く
て
異
竟
リ
力
ル
ド
ォ
の
^
解
に
從
べ
は
、
地
代 

の
發
生
は
偏
に
ア
ル
^

ス
が
其
！
5
三
命
：題
に
於
て
論
述 

せ
る
、
最
上
®
餘
地
の
比
較
的
：®
少
な
る
一
事
に
の
み 

起
因
す
る
も
の
で
あ
る
:"
旣
に
被
生
原
阁
に
關
し
て
如 

說
0
見
解
の
相
違
^
タ
、
然
ら
ば
亦
た
地
代
の
騰
落
に

關
し
て
も
、

一
が
複
數
原
因
を
列
擧
す
る
に
反
し
他
が 

早

I

原
'因
を
の
み
認
容
せ
る
は
、
極
め
て
當
然
の
歸
趨 

で
*.
る
。 

'

十

四 

、

マ
ル
サ
ス
に
於
て
は
穀
物
の
®
格
^
耕
作
の
失
费
t 

兩
者
の
間
に
存
す
石
擗
犬
す
る
所
の
主
な
み
原
因
、
機
ス 

言
す
れ
，じ
地
代
騰
K
の
主
原
因
に
は
四
個
條
を
算
す
る 

「

第
一
は
資
A
利
潤
を
低
.下
せ
し
h

る
程
の
資
本
の
落 

#
で
あ
る
。
第

I

は
勢
働
®
銀
を
低
下
せ
し
む
る
種
の 

人
ロ
の
增
殖
で
あ
る」

第
三
は
特
足
の
.效
果
を
發
生
せ 

し
む
る
に
必
要
な
る
勞
働
者
の
«;
數
を
減
少
せ
し
む
る
I
 

程
の
、
農
事
の
改
良
菩
し
く
は
努
力
の
增
加
で
あ
る0

第 

四
は
名
目
的
に
生
摩
の
.失
®
を
低
滅
す
る
事
無
し
に
、

此
生
產
の
失
費
i
生
產
物
の
抓
格V

J

の
差
等
を
增
大
す 

る
所
0 '
、
需
要
の
增
加
に
基
く
農
產
物
の
惯
格
の
騰
貴 

で
あ
る」

。
而
し
て
勿
論
前
拗
四
原
因
は
悉
く
同
時
に
協 

カ
す
る
.̂
耍
せ
す
、
其
一
條
だ
に
存
す
れ
ば
地
代
丈
尨

定

上
進
す
可
し
ビ
斷
じ
て
ゐ
る(salthus : N

a
t
u
r
e

 a
n

d

生
產
の
爲
、
素
j質
或
は
地
位
に
於
て1

層
®
劣
な
る
處

Progress 

of Rent, 

p.」2
。
)

o

反
a
リ
カ
ル
ド
オ

は
唯 

で

祺

_
原
0
を
の
：み
生
張
す
る
。
廣
汎
な
る
意
義
に
於 

る
收
權
遞
減
作
用
の
.實
現
が
楚
れ
で
あ
る
。
，固
ょ
6
地 

代
の
騰
貴W

利
潤
の
：低
落
を
は
®
に
形
影
相
伴
：ふ
も
の 

な
れ
ざ
\

然
も
:1
|
:ハ

「

利
潤
の
低
落
す
る
は
、
偏
に
食
物 

_

上
同
等
に
好
適
I

 
土
地
の
、
：榄
#

せ
ら
れ
能
は 

ざ
る
偽
で
あ
る
o
而

し

て利
！
：

低

落

：並

に

地

代

騰

散

の
 

程
度
a

"
全
然
生
鹿
失
#
の
增
加
に
左
右
せ
ら
れ
る
。
 

故
に
若
し
一
國
の
赏
ビ
入
ロ
0.
:
巡
展
に
伴
ひ
、
資
本
の 

增
殖
铞
に
®
饒
地
の
新
た
な
る
部
分
を
典
國
に
追
加
し 

得
る
も
0'
ど
假
足
せ
ば
、
利
澗
も
低
落
せ
ざ
^
可
く
地 

代
も
騰
tt
せ
ざ
る
.可
.し
，し
£
.云
ふ
.の
...
で
^.
..る:(R.lcaTdo.“

.
 

Influence 

of J
L
o
w

 

prlc

n>o
f
r
o
r
n

 

etc. 

workis, 

p
:

 

37:5 r
:

 

ノ 

:

'■:
:
_ 

'

思
ふ
に
廣
義
に
於
る
收
稷
遞
減
作
用
.の
必
至
的

實 

現

.、

換

言

す

れ

ば

人

口

の
增
加
に
^ 1

應
す
可
き
食

物
の

女
地
に
倚
®
す
る
か
"
然
ら
ず
ん
ば
收
益
の
相
對
的
漸 

減
の
下
に
脱
懇
地
の
放
資
を
繼
*
堦
加
す
る
の
必
要
が 

地
代
騰
貴
の
一
因
だ
る
可
'1
.
ぞ
恐
惟
す
る
觀
念
は
、
ソ 

カ
‘ア
ド
ォ
以
前
旣
に
存
し
且
今
に
至
る
ま
で
學
界
の
定 

說
れ
る
所
で
あ
る
。
It
だ
之
を
以
て
it
ー
無
ニ
な
る
原 

因
と
湣
做
す
所
に
彼
れ
の
特
徵
を
見
る
。
リ
カ
ア
ド
ォ 

曾
て
マ
カ
ロ
ッ
ク
に
書
を
與
へ
、
.
マ
ル
サ
ス
？
日
己
の

個
性
の
相
違
に
1
1ー
复
し
.て

謂

へ

ら

く

"

「

吾

等

の

討

論

す
 

る
ゃ
崔
だ
峻
烈
な
る
論
戰
に
陥
れ
ど
も

V

相
互
に
最
善 

の
感
情
を
失
ふ
事
無
し
。
彼
れ
の
凡
ゆ
る
見
解
は
、
i
 

の
熱
心
な
る
論
諍
の
對
象
€
皮
る
。
余
は
彼
れ
に
云
ふ
、
 

彼
れ
姑
此
a
に
於
て
余
に
優
碑
す
る
斯
®

々
な
&
ヾ

」

。 

眞
相
を
云
は
ば
彼
れ
は
*
だ
細
心
に
過
ぎ
、
余
は
张
だ 

淺
慮
に
過
ぐ 
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近
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力
ア
ド
ォ
地
代
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先
縦
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昆
の
相
違
は
、.
兩
者
が
夫
々
惯
用
す
る
所
の
硏

究
方

法

、
步

を期
し
雛

い

であ
ら
う
'

第
十
爭
ニ

0
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若しリカアドオ

R

して

の
相
違
に
起
因
す
る
。
即
ち
細
心
な
る
マ
ル
サ
ス
は
® 

證
的
歸
納
的
觀
照
の
態
度
を
偏
重
し
た
る
の
故
に
、
地 

代
の
發
生
騰
落
に
關
し
て
I
，
現
實
の
世
相
に
照
應
し 

て

數

個

の

原

因

を

保

留

せ

，
る

：は

可

な

る

も
、
若
し
夫
れ 

摩
a
的
惯
値
よ
り
檢
討
す
な
時
は
、
論
理
徒
に
錯
綜
し 

i

然
一
贳
せ
る
連
領
を
求
む
る
に
よ
し
無
き
慽
み
が 

あ
る

o

然
る
に
ソ
カ
ア
ド
オ
は
是

れ
ど
趣
.を
異
に
す
る
。
 

彼
れ
の
常
奪
手
段
た
る
油
象
的
演
釋
的
觀
照
の
態
度
は 

眾
獨
原
因
を
抽
出
し
て
是
れ
が
徹
成
的
椎
理
を
試
み
た 

,

0

し
て
吾
人
は
现
今
經
濟
學
の
有
す
る
明
快
^
る
地
代 

の
舰
念
は
、
之
を
マ
ル
サ
ス
に
負
ふ
よ
り
も
寧
ろ
リ
カ 

ア
ド
オ
の
照
な
る
を
斷
言
す
る
を

®
ら
ぬ
。
蓋
し
一
の 

裉
說
は
假
令
典
究
竟
に
：
^

誤
謬
た
ろ
を
鬧
明
せ
ら
る 

、
ド
*.も
、
仑
は
須
く
:|
-1:ハ
凡
ゆ
る
可
能
的
結
乘
に
於
て
逍

求
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
中
^

^
其
學
說
の
'所
« 

す
'る
科
學
は
':
>

詮
$
.俗
の
■水
難
に
蓮
：滞.し

、
水

久

し

進
•

マ
ル
サ
ス
の
如
く
現
實
の
事
象
に
惑
溺
し
て
汕
象
的
推 

理
を
：排
斥
ル
た
り
S
假
.定
せ
ば
、
兩
漭
の
地
代
論
淨
は 

W
び
ア
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ム
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侬
つ
て
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れ
た
る
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觀
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歸
還
し
、
见
に
抓
人
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放
膽
な
る
瓜
想 

家
が
、
曾
て
ジ
力

.ア
ド
ォ
の
行
へ
る
所
を
敢
て
，行
ふ
に 

至
る
ま
で
依
然
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し
て
混
沌
裡
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停
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し
た
で
あ
ら
ぅ
 

洵
に
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ド
才
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火
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層

學

究

的

で

あ

：
つ

れ

の

•で
あ
る
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斯
の
如
く
に
觀
じ
，來
れ
ば
菩
人
ば
タ
カ
ル
V
ォ
の
地

代
學
說
出
现
以
前
に
於
て
、
t
oに
幾
多
の
先
蹤
の
明
に

存
在
し
た
る
事
實
を
承
認
し
な
け
，れ
ば
な
ら
ぬ
e
乍
併

彼
|
は
{1
々
部分

的
先
!®
だ
る
に
檸
ま
り
、
且
つ
龠
而

の
時
琪
問
題
に
即
し
て
狹
&
な
る
範
園
に
跼
蹐
せ
る
に

過
ぎ
ぬ
o
然
る
に
リ
力
ア
ド
オ
は
前
人
の
不
明
を
透
徹

し
不
備
を
補
坦
し
矛
盾
を
剔
抉
し
瞹
昧
を
排
除
し
て
、
 

錯

綜
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せ

る
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め
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十
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な
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縱
の
存
在
如
何
に
顯
著
な
レ
ビ
雖
"
尙
且
つ
ジ
力
、
 

ア
ド
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リ
カ
K
1-
ォ
流
地
代
學
說
の
M

IE
の
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立
者
た
る
事
實
は
、
：斷
.じ
て
»
消
し
能
は
ざ
る
も
の
で 

ぁ
る
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.

.

.

.

然
.ら
ば
リ
力
ア
ド
ォ
流
礼
代
學
說
の
本
質
如
何
り
私 

,の

本

項

に

於

.て

目

的

^

せ
：る
所
は
、
«

'£
>
リ
カ
.ア

ドオ 

S
其
先
職
ビ
の
交
涉
に
限
局
せ
ら
れ
た
る
の
故
に
、
ジ 

力
ア
ド
ォ
流
地
代
學
說
典
物
に
關
し
r
は
、
必
娈
の
^P. 

所

必

要

の

限

度

に

於

て

斷

片

的

に

考

|?
|

し

れ

に

過

ぎ

ぬ
 

-

之
を
.興
全
相
貌
に
於
て
*
照
す
る
g
共
に
其
現
代
にf

 

'有
せ
る
地
位
を
檢
討
す
る
は
、
：順
次
向
後
の
硏
究
に
讓 

ら
ん
ビ
欲
す
る
も
の
で
あ
る(

此
取
終)
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田

恆
一

恒
久
不
變
な
る
ブ
間
性
は
ア
ダ
ム
。
ス
ミ
ス

が
at
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哲
學
の
根
本
原
理
に
し
.て(

註
1〕

常
に
最
大
宰
福
を
入 

類
に
附
與
す
べ

s
fl
1
の
镳
信
は
そ
の
根
本
思
想
た
り 

'
s
y
o.
之
が
人
間
生
活
の
硏
究
に
表
現
せ
ら
れ
た
る
も 

の
.
は

即

ち

そ

の

經

濟

學

"
偷
域
學
"
法
學
等
に
.し
て
、 

ス
.ミ
ス
は
之
等
を
そ
の
公
表
前
に
於
て
旣
に
遨
德
哲
學 

な
る
»
咿
の
下
に
綜
合
し
た
る
が
如
し(

註
3 

-
ア
ダ
ム
o
ス 

'、

)

ス
の
见
想
は
或
は
自
_
主
篛
或
，は
宙 

•然
主
義
若
く
は
樂
天
主
マ」

呼
ば
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、
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、
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